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18世紀イタリアにおける

　イギリス経済文献導入の一側面

ヒュームを中心に
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　イタリア経済思想史の流れは、・18世紀の半ばに、利子および貨幣の功罪にかんする論議か

ら経済学の成立にむけて転換をみせるといえよう。つまりローマ陀カトリック教会による徴

利禁止と懲利是認論との対立のような、．経済現象・を宗教的倫理的規範に直結させる議論や、

貨幣制度の混乱今の技術的対策にかんする議論から相対的に独立して、・経済学が自立的な領

域を形成しはじめる。その指標となるのは、・ガリアr二《Ferdihando　Galiani，1728－1787）

の『貨幣について一坦とロック．（John　Locke，1632－1704）、の『利・子・貨幣論』のイタリア語

訳2であり．、ともに1751年にナポリとフィレンツェで刊行された。

　『貨幣について』は、国家債務償還をめざすインフレーショ．ン政策容認論どいう実践的性

格をつよくもっている・61この本でガリアー二、は、・ロー（John五aw，1671－1729）のシステム

の失敗にみられるような過剰信用への道をとざしインプレー．ション政策の有扇性を論じるた

めに、紙幣を批判し交換価値の尺度である貨幣（＝貴金属）価値の安定的尺度を探求した3。

かれは体系的な理論の構築に成功しなかったとはいえ、従来の貨幣政策について、恣意的な

論議にも．とつく法令が貨幣制度の混乱の原因であったと指摘したうえで、こうした法的規制

そのものが経済現象については無用であるという。「貨幣におけるそうした比率〔金銀比価〕

を法律によって定めるのは、．利子率や為替相場（il　prezzo　degl’interessi，　e　de’cambi）のば

あいと同じく、無益であることを立証するため1こ、ジョン・ロックはかれの論考で次のよう

に論じる。すなおち、事物の本性が比率を定めるときはぐ法律を介入させる必要はない。な

ぜならその法律が本性から逸脱していないばあい、それは無用であり、もしくは逸脱してい

ると．すれば、それは不正であゆ、すべて不正なものは誰にどってもつねに有害であるから、

と」4。利子率法定にたいするロックの反対論を引き合いにだして、ガリアー二は、・経済現

象における客観的法則．の存在を主張したのである。

　利子論は、『貨幣について』第5編「貨幣の所産（frutto）について」の序論にいうよう

に、、なお「重大、困難。かつ危険な主題」であったから、ガリアー二は慎重に、．自分の見解

が、、「門下（usura）」にかんする、「われわれの＝神聖な宗教」、の戒律と教皇づネディクトゥス

14世（Benedictus　XIVf在位．1740－1758）の大勅書「（1745年置の趣旨に反するものでない、

とのべているρガリア．よこによれば、大勅書は、「消費貸借における「三門、すなわち等価を

こえる利得」の禁止を再確認しておゆ、このことは、「まったくもって正しい」。しかし利子

二丁の回顧と貨幣貸付の盛行どいう実態をふまえ、ガリア讐二は、等価の返還を金属の重量

によるものと規定す「れば、貨幣貸付が実質的に不可能と．なるとのべ、さらに等価の判定基準

は簡単に決定できないのであっ：て、1貸手が「損害補償（as怠icurazione）の価格」を要求する

ばあい、その契約は罪深いものとなるのか、と問いかける5。
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　この時ガリアー二の意図は、むしろ徴利の是非論への関与を拒否することにあり、続けて

「今やわたくしは、利子（interesse）について、統治の術にかかわる部分を論じるところに

きた」とのべる。国権主義（giurisdizionalismo）6の立場から宗教の世界（教会）と政治の

世界（世俗国家）を区別するガリア「二にとって～政治的観点からすれば、徴利の是非にか

かわらず、‘利子は「できるかぎり低く穏当である」ことがのぞましい。高利をさけ利子率を

低下させるためには「貨幣の独占をさけ、その返還を保証すること」で足り、「貨幣の利子

（frutto）を法律で定めることはできない」。「1ここでガリアー二は利子率決定のメカニズムに

ついて、ふたたびロックの参照をもとめ、次のように『利子・貨幣論』のイタリア語訳の紹

介もする。「ところで、そうした主題については、ジョン…ロックが、かれの一論説におい

て長々と論じているので、それにゆずることにする。その論説は、いまのと・ころ英語原文の

ままの状態だが、遅かれ早かれわれわれの俗語に翻訳されるであろうことは、疑いない」7。

　さらに『貨幣について』第2版で追加された注で、ガリアー二は1744年に、英語の勉強を

しょうと、『利子・貨幣論』の翻訳をこころみたと書き、上の引用で予告したイタリア語訳

について、次のように紹介と批評をおこなっている。「本書が出版された1750年には、他の

言語に翻訳公刊されていなかったが、その後まもなく、学識ある人物でわたくしの友人であ

るジョヴァンニ・フランチェスコ・バニー二［Giovanni　Francesco　Pagnini，1713または

1715－1789］氏とアンジェロ・タヴァンティ［Angelo　Tavanti，1714－1782］氏による翻訳が、

1751年にフィレンツェにおいて、アンドゥレア・ボンドゥッチ書店から4つ折り判2巻本と

なって、イタリア語で印刷された。フィレンツェの訳者たちは、注、考察、注釈、解明をつ

けくわえている。さらにテキスト全体を分解移動して章と節に区分し、諸主題についていく

らか整理している」8。

　ガリアー二は言及していないが、この「4つ折り判2巻本」の第2巻には、訳者のひとり、

バニ一二による『物財の正当価格、貨幣の正当な評価、およびローマ人の商業にかんする試

論』が、ページ付けを別にして収録されている9。バニー二は外国貿易を想定したうえで、

商人は、イタリア、イギリス、オランダと国はちがっても、f一種の社会」を形成し、「一嘗

の価格（pregio）、すなわち評価（valuta）の決定に適用される法」に服している、とのべ

る。価格の決定要因として4箇条がしめされ、第1に「物理的量（quantita　fisica）」とよば

れる商品の供給量があげられる。以下、「道徳的量」という規定のもとに、第2に交換当事

者の欲望、すなわち「需要（bisogno）」、第3に商品の効用、第4に「売れ行き」すなわち

購買者数、があげられる10。この経済世界は「商人社会（circolo　della　societa　commerciante，

societa　commerciante）」もしくは「商業社会（circolo　del　commercio，　societa　di　commercio）」

とよばれ11、．そこにおいて交換手段および価値尺度として使用される「貨幣は、他の物財と

同様、価格の共通の諸規則にしたがう」のであるから、貨幣価値を法律によって定めること

はできない12。
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　こうレてペニ｝二にあ．ρては、峯観的な経済法則に支配される、固有の経済世界が存在す

るζいう認識がゆるぎなく成立し、その認識は》以下にみるように、・ロァマ社会と近代社会

の歴史的対比によ：つてざさえられる。・．すなわちsローマの統治原理は軍事≧征服だから、ロ←

マの商業は基本的に征服によってえた富の奢修的支出に依存する、という性格をもち》個人の

富裕化は国家の貧困化をまねく’3。この私益と公益が対立した理由についてバF一’二は、ロー

マ社会における巨大な私有財牽の集積が公有物（征服戦争の獲得物）の私物化に基礎をおい

ていたという事情ではなく、・製造品の輸出を中心とする外国商業の欠如～．さら平穏のうちに

はじめて成長しうる製造業は軍事体制そのものと相いれないこと、を指摘する14。商業の時

代が到来しているという視点かち、かれはローマ社会における生産力的基礎の欠如をみぬい

て、次のようにいう。、「戦争で他の諸国民から獲得した金銀によって維持されてい・たローマ

は、有利な商業の欠如と過度の奢修による暮らしのゆえに、かつての偉大さをうしない、つ

いにはそ：の敵の下僕となった。・いわばローマは、他の諸国民から奪ってためこんだ富を、か

れらに返したのである」156

　このようをローマの社会制度は、イギリス、オランダくフランス、が商業上の覇権、をめざし

て競いあう時代に、もはやふさわしく、ない。「長々と検討してきたのは、戦争と征服による

拡大のみをめざすローマの統治は、個人も社会全体も富裕とするのに役立つような種類の商

業をケみだすことができなかったこと、そして貨幣にかんするロ』マ法学の格率とロック氏

のそれとの相違の原因は、そうしたロ暁マの制度に帰因すること、である」。「いいかえ．れば、

「現在ではどんな政府も、1その維持や収入を戦争と征服からひきだそう．と考えはしないのだ

から、貨幣は、三一マ法学の格率で｝ヰなくギまさにロック氏の格率にしたがって規制される

必要があること」が明白であると主張して16、バニー二は法学から経済学への転換17の必要

性を訴えている。、

　パニー二の議論は、経済理論の洗練と鋭さという点では、ガリア㌣二にはるかに劣る。し

かし：古代と近代を比較する歴史的展望に観点をうつせばこかれのほうが、ガリアー二とくら

べてぐイタリアにおける啓蒙の経済学の成立にちかい地点にいる、・といえるであろう。ガリ

ア｝二によれば、．近代社会の商業的富は、古代社会の征服による富よりのぞましいけれども、

商業の繁栄が三二から衰退への道をたどることは、歴史の必然である18。これにたいしてパ

ニー二にあっては、商取引一般を論じるのでなく、製造業という生産力附基礎にたつ外国商

業に着目することで、近代社会の将来にたいする悲観論から脱出することが可能となった。

　，かれによれば、郵便、羅針盤、印刷術の発明は、旅行、侃海、商業を盛んとし、ヨーロヅ

パの諸国民をπ体化するとともに文明化する。書物・雑誌・手紙でむすばれる‘「文芸共和国

（Repubblica　letteraria）が、，他の諸国民の発見をすべての国民に共有のもの．とし、見破られ

ない神秘や秘密はなv｝から」、軍事技術についても、ある国民の優位は長続きしな、い。また

軍：事への依存が国家の繁栄を保証しないことは、アメリカを征服したスペインとポルトガル
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め衰退によって立証済みであり、「現在ヨーロッパあ諸自民を：統治しでいる体制の相違、そ

しで諸国民相互の関係の多様性にもかかわらず1軍事体制（もistema　militare）’』は大いに困

難というよりも実行不可能となり、今日のヨニロッパ諸国は商業社会（もocieta　di

commercio）に集っ」で競這あい、そこから自らの偉犬と生存をびきたさなけら・ばならない、

といえるだろう」19。

　「このようにぐ人類は商業め時代にあるという歴史認識と、商業によつで結合したゴー自ッ

パにおける、文芸共和国という知的共同体への強烈な参薗の意識のもとで経済学の形成がは

じめられた。『貨幣について』の「序文」で、ガリアご二は貨幣論の先達としてロックとと

もにムロン（Jean．FrahQ。is　Mel・n；1675－1738）rをあげ・。、　r利子’・貨幣論』イタリア語訳で

訳者たちは、訳注においてさまざまな著作家から引用したが、なかでも「『商業にかんする

政治的省察』の著者にこたえて、1738年にハーグで印刷された」、・『財政にかんする政治的省

察』から多くをとったと書き2’、・ムロンにたいしてデュト（Charles　Duto毛，？一？）を粉面にだ

している22。これらの例からわかるように、18世紀イタリアにおける経済』 ~形成史は、・イギ

リスおよびフランスを中心とする外国経済文献の導入史と不可分であり、’その意味でイタリ

ア人の著者による経済学書と外国経済書の翻訳が同じ年に公刊されたのは偶然でなかった・、

というてよい。

　この事態を念頭においてやミラノの啓蒙思想家ヴェッリ　（Pietro　Verri，1728－1797）は、

1763年の稿本『ミラノ公国の商業にかんする考察』の序女で、「政治経済学（scienza

dell’economia　politica）」すなわち「国家の力：量と生命力、租税の配分と性質、言口国民のイ

ンドゥズトゥリアと商業の性質をはかる学問」が、18世紀ヨ』ロッパに台頭しつつある、と

のべた。かれは、．上にみたバニー二の文芸共和国への言友と同じく、交通通信手段の癸達に

よる文化的統合の進展のなかで経済学の成立をとらえ、次のようにいう。「今日では、航海

術、印刷術、郵便が全ヨーロッパで完備している。そのおかげで諸外国の事物、「 K俗、法が

大量に紹介され、われわれはさまざまな社会め利害関心の性質について考察せざるをえない。

そしてヨ」ロッパの才幹ある人は皆冨そうした古代人には知られていなかった手段で交流す

ることによって、多くの鏡が同一の点をでらしだすかのように、真理を鼓舞し啓示するため

に協働している6新発見はローマからロンドンへ、ペテルブルグからマドリ」ドへとんでい

ぎ、現代の数ケ月の密度は、過去の何年もの期間に匹敵する」23。

　啓蒙思想家にふさ’わしく、人類の歴史的進歩への確信とコスモポリタンな観点をしめすヴェッ

リにとって、ヨーロッパの諸国民のなかで、イギリス、「あの啓蒙された国民」が経済発展

の競争の先頭にたっているのであった24。すでにみたロックをはじめ、いわゆるイギリス重

商主義の諸文献（ボ』リシグブルック＜Henry　Saint」John，　viscodnt　Bolihgbroke，』1678－1751＞、

ダヴナント＜Charles　Dav6hant，1656－1714Xジ』〈Josua　G6e，？一？〉でチャイルド〈Jo合iah

Child，1630－1699＞、‘ qューム＜前出」注23＞’、『ブリティン；ユ・マーチャ■シト』＜The
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Br重tish　M臼rchant，1713－1714＞、『マーケイター』＜Mercator，17134714＞など）5の言及

は、ヴェッリにかぎらず、、この頃のイダリア経済文献におびただしくみられる。この過程の

全面的な解明は、対象領域の広，大さにくわえて、イギリスの文献は、‘おもにフランス語訳を

経由してイタリアへ流入しでいたという事1青も考慮にいれなければならず5容易で．ない。、そ

の予備的作業として、次に、、・ヒュrムの、『政治論集』のイダリアへの導入の様子．を、そのイ

タリア語部下訳を中心に跡づけてみたい。

H

　以下、・最：初に導入の過程を年表風に紹介し、ナポリの啓蒙思想家ジェ・ノヴェージ．（前出門

注23）のビューみ評価を簡単にみたのち、第3節および第4節で『政治論集』のイタリア語

部分訳について検討しよう、。

、これまでの研究．によれば」政治論集』．への反応は、1まず1754年にヴェネツィア刊の『文

学史覚書』誌25にあちわれた、どされる。すなわち可ヒュームーウォーレス論争にかんして、

ウォーレス（Robert　Wallace，1697－1771）を支持するナポリからの手紙と、ミラノからのヒュ「

ム支持の手紙が掲載された。同誌は翌年丸商業と人口にかんする！ヒュームの議論は’「悪循環」

におちいっていると論評する2r。・

　同・じ1755年にフ・イレンツェ刊の『新文献』誌27では、ル’プラン（Jean－Bernard　Le　Blanc，

1707・1781）によるフランス語訳琴8の書評が呂回にわたって分載され、続いて1756年に同誌は

モヴィヨン（E16azar・Mauvillon，1712－1779）訳29をも紹介した30ρ，ル・プラン訳には、イタ

リア市場を意識したものか、長文の「フィレンツェの教授、ラーミ　［Giovanni　Lami，1697－

1770］博士殿によせる訳者序文」がそえられ、そのなかでラーミは『新文献』誌を編集する

「文芸共和国」、の住人であること、また近年「フィ、レンツェで農学会が設立された」（傍点は

原文イ．タリックー以下同様）ことに言及している3L。そしてイタリアでは、ル・プラン訳が

モヴィヨン訳を圧倒したようであるといわれる32。　1

　1758年にはマン（Thomas　Mun，1571－1641）『外国貿易によるイングラ・ンドの財宝』（1664

年）のイタリア語訳におい層 ﾄ、訳者のジェノヴェージは貨幣蓄蔵にかんしてヒュームの参照

をも≧めた。1761年には、ローマ教会によってζユームの全著作が禁書とされた33が乱、ジェ

ノヴェージは1764年にト・ウリンチ（Cosimo　Trinci，？一？）‘の「経験深い農業者』（1726年）34の

復刊への・「序文」で、ヒュームの．「古代人口論」、をとりあげている。さら1766年～67年刊の

ジェノヴ遇一ジτ商業．講義』35の1単がヒ等「ムの公信用論の論評にあてら．れている。

　1767年には、『政治論集』．の部分訳が、英語・，イタリ・ア語対訳本という形式で、．ヴェネツィ

アで出版され36、同年に刊行されたフ・ランス語部分子37からの抜粋と論評が、・1768年置スイ

スのクールで発行された・『文献雑誌』聞に掲載された19。上の対訳本からイタリア語訳をとり
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だして、1774年に第2版がヴェネッィアとパレルモ’で、第3版がすでにプラン・ズ革命の波に

あ・らわれている1798年に、．レッジヨとパルマで刊行されたのであるご

　上にみたマンのイタリア語版は、ヴェッリが『コーヒL店』誌40において一「ジェノヴ土・一

ジ氏の卓越した著作」141と・よんだ、ケアリー（John　Cary、？。1720？）『大ブリテン商業史』1の

イタリア語訳（1757二58年）42の第；2巻にr商業宝典』という題名で収録されている。ところ

がこの版本は、とうてい忠実な翻訳とはいえず43、第15章は原著（第16～18章に該当）を無

視してジェノヴェージが執筆した財政論であり、そこには主権者の貨幣蓄蔵について、「ヒュー

ム氏の『政治論集』を参照されたい。この著書は、われわれの著者〔マン〕と同じ意見にし

たがっており、当該の問題について、非常な慎重さと学識をもって論じている」という注記44

がある。これは、論説「公信用について」をさすものであり、『商業講義』第2部第7章は

「国内の公信用についての上述の2章にかかわる、ヒューム氏の諸考察」をとりあつかう。1

ここでジェノヴェージはヒュームにたいして、第1に、貨幣蓄蔵の肯定はとユーム自らの貨

幣理論と・矛盾している、第2に、イギリスの事情を過度に一般化しているとの批評をあたえ、

さらに「流通」にかんするヒュームの議論を紹介しつつ、’証券類の流通ではなく、生産力に

裏付けられた商品流通を「真の流通（circolazione　reale）」とする自身の見解をもしめした45。

．ジェノヴェージの関心は、ヒュームにたいする第2の批評にみられるように、何よりもナ

ポリ社会の改革にあった46。先にふれた「古代人口論」への論評も、「われわれの〔ナポリ〕

王国は、現在より多数の住民を扶養し維持できるか」という観点からなされ、モンテスキュー

（前出一注23）の古代人口優越論の紹介に続いて、こういわれる。「何年かまえにフランスで

『人口について』という小冊子が刊行されたが47、そこでの推計では膏われわれの王国をなし

ている．イタリアのこの部分だけで約700万人の住民を養っていたとされている。有名なイ

ギリスの哲学者、デイヴィッド・ヒューム氏は． w古代人の人口について』の、ま’つたく博識

で学術的な小著において、この推計と計算に疑いをは．さむべき十分な理由があるとし、『人

口について』の著者が想定するように、イタリアが約1800万人の住民をもちえたとは、とう

てい信じがたいという考えのようである。わたくしも、この推計は誇張にすぎると思うけれ

ども、われわれが事実かなりの人ロ減少をみたという確信をゆるがすものではない」48。

　上にみた1754年のナポリからの手紙と反対に、ジェノヴェージは人口の推測についてヒュー

ムに賛意をあらわすが、「真の哲学者の考慮に値する」周．題は、人口減少の原因究明であっ

た。それには気候風土のような「物理的原因（cagioni　fisiche）」もあるが、「われわれの王

国の人口がすくない、つまり、いうならば元来可能なだけの人口をもたないにしても、それ

はけっして自然的（naturali）原因によるのではなく、社会的（morali）原因による」49。1続

けてジェノヴェージは、社会的原因の主要なもめが「農業の未発達と弱体」であると主張

して農業改良の必要をとき、この要請から封建的大土地所有への批判をみちびきだす。この

議論とモンテスキューの風土論の関連は別に検討しなければならないが、ジェノヴェージの
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論調が歴史的展望において、』ヒューム寄りであることは否定しがたいよう・に思われる50σ

　この時点でかれのヒュ門ム研究は深まりをみせていた。すなわち、『大ブリテン商業史』

の段階では、『政治論集』のテキストどしてモヴィヨン訳が利用されていた5正のにぐ上の引用

1；は「Essay、of　the加pulousnes．of、ancient　nationsは、かれの他の諸著作どとも1に、1758年

にロンドンで、4つ折り判にて、Essays　and・treatises　on　se》eral　sublects・という題名のもと

に、再発行さ．れた」という英文をまじえた注‘2があり、．ジェノヴ工旨．ジが英語の原典を読んで

いる様子がうかがえる。．この版本は、『商業講義』でも使われており、’1第1，部第10章「奢修の

技芸について」のなかで、、奢修を快楽の洗練とする定義について「この定義はデイヴィッド・「

ヒュームが、1758年の4つ折り判論集のなかの奢修にかんする論考の157ページで、あたえ

たものであるように思われる。かれがいうには、二二というのは、大変あいまいで疑わしい

意味をもつ言葉である。…だが一般にはgreat　refinemeat　in　the　gratification　of　the　sense6、

すなわち感覚の快楽につかえる高度の洗練という以外の意味はない、のである土と注釈53を

くわえているφイタリアにおいて、古典語は別として、外国語の主流はフランス語であると

いう事態は動かしがたいけれど、、ヒュームの対訳本という企画が出現する素地は準備されつ

つあり、「わたく．しのみるところ、今日では英語は流行の言葉となっている」』54というのが、

訳者の認識であった。

皿

　「政治論集』のイタリア語部分訳の初版は、「商業にかんする政治的試論集」という題名

をつけ、すでにのべたように、偶数ページに英文テキスト、奇数ぺ晒ジにイタリア語訳とい

う対訳2巻本で1767年に出版された。第1巻のタイトル・ページは次のようである←【橋大

学社会科学古典資料センター所蔵、ゴ→ルドスミスークレス文庫マイクロフイルム）。

英文

Political　Essays　on　Commerce　by　David、Hume　Esq；With　the　Italian　Version七y　Matthew

　Dandolo　Noble　Venetian．　Vol．1．　Venice，　printed　for　Lewis　Pavini，　and．　John　Bassaglia．

MDCCLXVII．　With　Au七hority．

イタリア文

　Saggi　politici　sopra　ll　commerclo　delδ1gnor　Davld　Hume．　Traduzlone　da1171nglese　dl　Matteo

　Dandolo　Patrizio　veneto。　Tomσprimo．　Venezia，　Appresso　Giammaria、　Bassaglia，　e　Luigi

Pavini．　MDCCLXVIL　Con　licenza　de’superiori，　e　privilegio．

第2巻は、巻数の表示がそれぞれ、VoL■、Tomo　secondoとされているだけで、あどは第1

巻と同じである。

　第1巻には「聖マルコ長官故ジョ．『ヴァンニの子、アルヴィーセ・．エーモ．［Alvise　Emo，
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1717・1790］55閣下に11ささげられた．、訳者ダンドロ（Matteo　Dandolo，』1741」1812遡の序文

（pp．　v－xVi）に続いて、「商業について⊥（pp、2－58／pp，3－59．鯉英文とイ・タリア文のページ数

をζのように並記する）、「技芸の洗練について」（pp．60－106／pp．61－107．＞1（イタリア語の

ほケは「奢修について冠もしくは技芸の洗練について」．となっている）、・「貨幣について」

（如．108－160／pp．109．161．）、「利．子について」（pp、162－210／pp．163－211．）およびf目次」

（p』12／p，213．）．、・第2巻には「目次（ページ付けなし［p，2／pl　3る］）」「貿易差額につい

て」（pp．2－72／pp．3－73．）」貿易上の嫉妬につ．いて」（Op．74－88／pp．75、89．）、．「租税につ

いて」（pp．．90－110／pp。91－111．）、1「公信用について」（pp．・112－164／pp．113465．）、が収録

されている。

旨第2版（1774年〉のタイトル・ページは次のようである．（ルイジ・エイナウディ研究所所

蔵本）。．

　Saggi　politici　sul　commercio　del　Signor　David　Hume　tradotti　dalrInglese　colPaggiμnta　di　un

　Discorso　preliminard　sul　commercio　di　Sicilia　di　D．　Isidoro　Bianchi　socio．della．　Reale

＆ccademia　delle　scienze　di　Siena．　Seconda　edfzione．　Venezia，　e　Palermo　MDCCLXXIV．　Pre写so

　Andrea　Rapetti　q．　Antonio　Negoziante　Veneto．　Nella　Stamperia　di・Vincenzo　Gagliani　Con

　licenza　de’superiori．

初版にみられたダンド白の序文にかわってビアンキ（lsidoro　Bianchi｝1731－1808）57の「シチ

リア商業にかんする序論」（pp，　iii－xii．）がおさめられ、以下にダンド国訳の本文（pp．1－128．）

と「目次」（p．128．）が続く。

　第3版（1798年）には、既存の書誌情報にやや混乱がみられる58が、．わたくしの知るかぎ

りわが国でも、大阪商業大学と大阪大学にそれぞれ1部所蔵されているので、それらを比較

してみたい。

　まず、大阪商業大学所蔵本のタイトル・ページは次のようである。

　Saggi　politici　sopra　il　commercio　del　Signor　David　Hume　Traduzione　dall’lnglese　di　Matteo

　Dandolo　veneto　Nuova　edizione　Parma　per　I　Fratelli・Gozzi　con　approvazione　1798．

もうひとつの大阪大学附属図書館ヒュ「ム，・コレクション所蔵本のタイドル・ページは、之

うである。

　Saggi　politici　sopra　il　commercio　del　Signor　David　Hume　Traduzione　dall’lnglese　di　Matteo

　I）andolo　veneto　Nuova　edizione　presso　Annia　Coen　in　Reggio

？まり大阪商業大学本との相違点は、第1に出版地ど出版者の表示、第2・に出版年がしめさ

れていないこと、である。

　大阪商業大学本、大阪大学本とも、「出版者」の序文に続き初版序文が「マッテオ・．ダシ

ドロの論考」、第2版の序論が「イジドロ・ビアンキ博士の論考」と題し、それぞれ献辞や

謝辞にあた．る部分をのぞいて、収録され（ページ付けなし1［pp．3－31］）、本文（pp．1－146）、
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目・次（［p∴147］）二と：いう構成でぐペ…ージ数、1組版に相違はみられないが、146ぺ．一ジのみ例

外で、大阪大学本には本文が終了してから、念白に大阪商業大学本のタイトル・ページのも

の．と同一の出版地以下の表示Pamia　per　I　Fratelli　Gozzi　con・approvazione』1798がそのまま

移動され刷っ，てある。’

，以上の比較から、大阪商業大学本と大阪大学本は基本的に阿じ版本で刷りがことなるもの

と考えられる。くわしい出版事情については今．のところ不明だが、大阪大学本に名前がでて

《・るコー4ン（Annonia　o　Gra乞iadio　Coen，1757－1854）がレッジヨ生ま1れのユダヤ人である・59

ことと、何らかの関係があるように思われる。ご

ヒこのように第3版の研究が未開拓であるのに比べ初版については、ある程度の研究．と紹

介がなされている6。。・訳者のダンドロば、おそらく1767年目、．ヒユ」ムに宛て、・次のような

手紙を、フランス語で書いた。「あなたの商業にかんする政治論集を、’学者たちはみな、’さ

かんに読んでおります。そこでわたくしは、それを公衆のために役立てようと、「イタリア語

に翻訳する気になりました。実に抜きんでた価値をもつご著作の著者であられるあなたに、

1部をお送りする栄誉をえましたので、ご受納いただければ幸いです。あなたのお考えを正

しく表現する．ように気を配りはいた・しましたが、原語の見事さにはおよばなかっ・た・こどを、

お許しいただきたく存じます。わたくしは、あなたの人口にかんするご論説を近いうちに出

版したいとも願っておりますが、それをあなたに．贈呈することは｛わたくしの：喜びとなるで

しょうま61。前節でジェノヴェージについてみたように、ヒュームの「古代諸国民の人口に

ついて」がイタリア語にうっされる必然性は十分にあったのだが、．ダンドロの予告は実現さ

れなかったようである。

　この間・の事情は今のところ不明であり、ダンドロの序文でも、古代人口論についての言及

はみあたらず、上の手紙に対応してはヒュ野ムの文体が「思慮深く、洗練され、純化された」

ものであり、「デイヴィッド㌧ヒュ「ム氏は、文芸共和国においてあまりに著名であって、

わたくしの筆によってあらたに名声を獲得するまでもない」というのみである62b

　ダンドロは、自身が編集翻訳した『商業にかんする政治的試論集』について、「この本に

おさめられている内容は、大変有用で興味深く、まったく正当にも一国の福祉の源泉にあた

るといえる」とのべる。この時かれは、国富一般を論じているのでなく、続けて次のように

いう。「この一二をわれわれよりょく理解できるものは、誰もいなy㌔わたくしはいう、わ

れわ．れとは、かつてヨーロッパの一大商都であった国てp8tria）の市民であるど、そして、

そこではわれわれの製造品が取り引きされていたと。古く1日目れわれは勇気をもって商業を

推進し、以前には世界中から栄光と富を獲得するすべを心得ていたものであった」63。

　かれによれば、喜望峰の発見にはじまる東西インド航路の開拓によって、ヴェネツィアは

東インド貿易をうしない、世界貿易の構造変化にともない他ゐ諸国民に製造業がおこケた。

「この事態が進展するにともなって、われわれは衰退をみた。だがわれわれの商人たちが均
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衡（bilancia）をたもつのに意を・もちいておれば、’1この衰退もそれほど重大なものでなかっ

たであろう」。ヴェネツィアは各種の物産にもそれに加工する人手にも事欠かな砂のに、ヴェ

ネッィア人はその努力をおこたった。ダンドロはいう。「わたくしにはその理由はまったく

明白に思われる。3世紀前には、商人であることは富者や大身の名誉であったのに、現在で

はそうでない。われわれの市民は新大陸からの獲得品に心うばわれ、新発見の結果であ・る海

上商業の衰退にずいぶんうんざりして土地（terra）にすがりつき、かれらの財産を水上で

運にまかせるより、収入はずうとすくなくても、むしろ安全な土地所有者（proprietari

de’fondi）として生きることをこのんだのである」64。

　この土地への回帰が流行となり、上流市民の行動様式を下層市民が模倣した結果｛成功し

た商人は上昇転化して貴族となる。その帰結として18世紀後半のヴェネッィアが存在するの

であり「現在、土地所有者としての資格において暮らしているのは、われわれ自身である。

そういう者として、われわれは商取引の増大に最大の関心をはらうべきである」。こうのべ

てダンドロは、地主と1「商人（mercanti）すなわち、職人（artefici）と海事関係者（marinai）」

は、利害をともにすると説く。つまり外国商業の衰退にともなって、その関係者が国外に移

住すると人口が減少し、消費需要が減退し食糧価格が低下する結果、地主の収入も減少する

という65。この立論は、ヴェネッィアにふさわしく、国内市場の主役が外国貿易め関係者だ

から、外国貿易が衰退すると国内市場そのものが消滅するというダンドロの認識をしめす。

かれは、「外国商業が公共の富と力の真の指標である」66とのべて、貿易差額論の立場をくず

していない。しかし立論の基礎には、ヒュームの農工分業による国内市場形成論があり、ダ

ンドロはそれを裏返しに使っている、といえるだろう。つまり、国内市場の重要性にかんす

る理論的認識から、ヴェネツィアにおける国内市場の不在という現実認識がみちびかれ、そ

ういうところで外国商業がなくなれば、商業化の道はゆきづまるほかない。したがって、ダ

ンドロによれば、国内の人口の維持はかえって地主の負担となるのである67。

　これと反対に外国商業が繁栄すれば、貨幣が豊富となり、食糧価格の上昇につれて土地価

格もあがるから、地主の利害は商人のそれと密接にむすびついている。その地主にダンドロ

は、「最後に、われわれは、土地をもっていない人びとよりはるかに強い絆で祖国に結びつ

けられていることを考えてみよう」とよびかける。「商人、職人、船員（marinaio）」は他国

へ移住するが、地主にはそれができない。だからこそ地主は私的利益にとらわれず、商業へ

の配慮を「第1級の市民」にふざわしい任務とみなすべきである68。

　ダンドロのヴェネツィア商業論にかわって、第2版に「シチリア商業にかんする序章」を

書いたビアンキは北イタリアのクレモナ生まれのカルマドリ会修道士だが、経済学に関心が

深くヴェッリらとの交友もあった。これに加えてかれは、1770年からシチリア・に移りパレル

モ郊外のモンレアーレで形而上学と幾何学を講じていたから69、シチリア商業を論ずるには

適任であったといえよう。かれの「序章」は、かつてギリシア人、フェニキア人1の植民地と
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してさかえ、、ロrマの最初の属州．と．してその穀倉であったシチリアにふさわしく、「アテネ

と．ロ「マの最：盛期」にまでさかのぼる。、「要するにシチリアば、あの幸福な時代には寸ぞ4）

弓勢な位置、価値ある産物、勤労（industr三の、商業によって世界中の関心をあつめること

を知っており、、地中海でもっとも肥沃で、幸福かつ有名な島とよばれるに値することをこ．こ

ろえていた。……古代シチリ「ア人は土地の自然的肥沃さにあまんじず、そ．れ．に技芸（arte）、

、労働（traVagl重。）．勤労（industria）の働き歪くわえた。そこでは航海の繁栄をたもつよう、

つねに手が入れられていた」70。・

　コンスタγティヌス．（Constantinus　1，　Flavius　V歌lerius，？280－337・）の東方遷都以降、ヴ・ア

ンダル族、ゴート族の侵入によgてシチリア商業の衰退がはじまり、サテゼン人の侵略と抑

圧によって無気力と怠惰がうまれた。’しかし「「シチリアは力強い（virtuosi）ノルマン人に

よっ、て、サラセン人のぐびきを振りお．ζし、シチリアに平和と．自由が回復するとともに、学

問、、技芸、立法、経済政策《e¢Qnomia　politica）、製造業、農業がふたたび繁栄した」。ソルマ

ンに続きシュタゥフェン家、アラゴン家、ハプスブルグ家、ブルボン家とうつりかわる支配

下左ちは・シチリア経済の振興を1まかったのだと称讃してから・ビァンキは「臣下．（vasalli）」

も君主にならえ、という。しかし、ビアンキの期待はうらぎられ、「多くの者は、あの何と

もならない無気力と冷淡さで自分の利益をはかっている」。ビアンキは続けて、「奢修と怠惰

のなかの衰弱は、習俗の腐敗の結果にとどまらず、国家の退廃の、あまりに三三な原因であ

る6活動と意欲は大地が労働を強いる住民にのみ割当てられておりく．勤労の気風は、・南方の

悦楽のなかに生き、大地かちほとんど無償でその実りを贈られる人びとのものでないくと考

えることは誤りである」とのべる71。

　ビアンキによれば、イワシ、マグロなどの海産物にはじまり、小麦、柑橘類、オリーブ油

のほか、家畜、香料、ナッツ、サトウキビ、岩塩など、シチリアは豊かな物産にめぐま・れて

いる。「ここには、何か特定の種類の商品を生産しないほど、，肥沃でなく実り豊かでない町

や村は存在しない。〔シチ．リア〕王国から輸出できる商品は60種以上であり、勤労と労働が

増太すれば、その数もふえるであろう」。「好都合な状態に満足し、豊かな気候風土にたよっ

ていてはならない。取引の増大、技芸の完成に意をもちいなければ、商人．と職人が衰弱し．、

土地所有者も衰弱して、すぐに国家の退廃をみるであろう。商業が、われわれの富とわれわ

れの光輝の真の源泉なのである」71。

　ビアンキとダン・ドロをぐらべれば、シチリアとヴェネッィアという対象の違いを反映して、

議論の内容にことなる面がある。シチリアは王国であったから、地主は、・強固な独立性をもう

ていたとはいえ、王の臣下たる封建領主としてあらわれるし、ヴェネッィアは共和国であっ

たから、同じ地主でも、人格的な患誠の対象をもたない都市貴族である。ヴェネツィア貴族

は、、商人がいわゆる「再封建化（rifeudalizzazione）」73のなかでイタリア本土の封土を購入し

て領主化したものだから、商業に従事した経験をへており、ダンドロはその歴史的経験に訴
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えることができた6このよう・な歴史的経験をもたないシチリアでビアンキはヤ地主としての

封建領主にたいして、∫かれらの時代をとびこし古代の例に依拠して、商業化と地主の利益の

相互依存を説かねばならなかったbかれの「序論」・では、ダンドロにみられるような、地主

と商業の経済関係をめぐる議論はみられず、．奢修と怠惰におぼれる地主への論難と、その裏

返しであるかれらへの期待の表明がめだつ。

　第3版の［出版者」の序文は、この地域的差異の存在に注意をはらわない’まま、商人の土

地への回帰が衰退の原因というダンドロの議論は、ヴェネッィアだけでなくイタリア全体に

あてはまるという。それゆえに第2版は、シチリアで出版されたのであり三度ヒュームのイ

タリア語訳を世に出すにあたって、ダンドロとビアンキの論説をともに再録するのである。74

　以上の3種の序文ないし序論の検討から、『政治論集』イタリア語訳の刊行と流布をうな

がしたものは、商業社会化の過程における地主の社会的役割への関心であったことがわかる。

この関心の所在はイタリア語の訳文にもあらわれるが、『政治論集』そのものに1752年の初

版以来、内容の変更があるので75、訳文の検討にはいるまえに、イタリア語訳初版の英文テ

・キスト（以下ヴェネツィア版とよぶ）の底本を確認しておく必要がある。

　『政治論集』の変更のうち、もっとも月立つのは、ヒュームの著作集である『諸主題論集』

の1760年版76における、「貿易上の嫉妬について」の追加と「奢修について」の「技芸の洗練

について」への題名の変更であるηが、前節にみたヴェネツィア版の収録論説から、この変

更がとりいれられていることがわかる。したがって底本となる可能性があるのは、『諸主題

論集』の1760年版、1764年版78、1767下版79である。ヴェネッィア版と同年の出版になる67

年版が利用された可能性はすくないが、念のため簡単に検討しておきたい。すなわち「技芸

の洗練について」の最後近く、「濫費は技術の洗練と混同されてはならない。この悪徳は文

明時代にははるかに少ないとさえ思われる」から「いうまでもなく、未開時代に支払われて

いた高利は、土地貴族（landed　gentry）の財産を速かに消費し、かれらの窮乏を増加させて

いる」までは、．67年版での本文への追加部分である。、この箇所はヴェネツィア版にはみられ

ないから、その出版に当たって67年版が参照された可能性は除外してよいであろう80。そこ

で煩雑にわたるが、繊治論集』のイタリアへの導入の現場に接近するという意図もこめて、

60年版（60ed．）、．64年版（64　ed．）、ヴェネッィア版（Ven，　Ed．）の対照表を以下にしめす。
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同は、数え方にもよるが、掲出したように92箇所である。対照表では、60年版と64年版

同の箇所につき、ヴェネツィア版に一致するほうに網掛けをしておいたが、60年版との

は17箇所、64年版との一致は65箇所である。のこる10箇所は、ほとんどのばあいヴェネ

ア版の誤植によって、テキストが先行2版本とことなる。ヴェネッイア版の編集者は64

での変更に配慮し、6，25番のように見落としと思われるものもあるが、たとえば1～5

みられるように、当然ながら綴りからカンマなどの記号まで注意をはらっていた。また

番では、「貨幣について」の原注で「イタリー人はマクシミリアン皇帝に一文無しという

名をつけた」81という文章につき、先行2版本のイタリア語の綴りの誤りを訂正もして

。

ころが「貿易差額について」において、35、45、49番目ように、明瞭な文章の変更を無

て60年版が採用されているかと思えば、48番では「しかしながら、ここで認めなければ

ないことだが、貿易と貨幣とに関する問題はすべてきわめて複雑であるから、紙券信用

行との長所がそれらの短所にまさることを示すように、この問題を考えることができる

な観点も確かに存在する」82にはじまり、スコットランドの銀行信用を解説した長い2

グラフは、64年版での増補がとりいれられている。「公信用について」では、89番にし

たように、「いまかりに、国家が非常に驚くべき速さで到達を急いでいる上述の状態

債の過剰発行〕に、いったん実際に達したものと仮定しよう」83からはじまるパラグラフ
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以下、6パラグラフの追加部分は、ヴェネッィア版には存在しない6

　以上の検討から、ヴェネッ、イ・ア版は、一種の海賊版だが、60年版を基礎に64午下での変更

を部分的にとりいれた独特の版本である、ということができる6，こういう措置がとられるに

いたった具体的な経緯は今のところ不明であるが、ヴェネツィア版の編集とその翻訳をつう

じて、ヒュームの多面的な見解のうちイタリアの読者に紹介されたものとされなかヴたもめ

を．区分することは可能である。

　ヴエネッィア版にない「公信用について」の6パラグラフのうち2番目で、ヒューム、は、

大都市で怠惰に暮らし、「愚かで勝手きままな奢修による無気力状態」におちいっている公

債所有者がはびこれば、「自然の手で任命される、国内の一種の独立した行政官を成す幾つ

かの階層の入びとが、全くいなくなってしまう。・……また国王ど人民のあいだの中間勢力が

すっかり排除されるため、圧制的な独裁君主制が必ず支配する。土地所有者は貧しざにゆえ

にさげすまれ、圧制のゆえに嫌われて、独裁君主制に全く反対することができないであろう」

とのべている84。ここでは公債所有者にたいする否定的な見方と対比して地主階級の社会的

役割にたいする肯定的な評価がめだつが、このような見解はイタリアの読者からとおざけら

れた。これにたいして、「貿易差額について」における銀行信用にかんする叙述を、イタリ

アの読者は読むことができた。

　この2箇所に着目して竹本は、「1764年版以降に本格化」した『政治論集丑の改訂で「実

質的な修正が行われたのは紙券信用論と公債論である」と整理し、64年版については、紙券

信用にたいする認識を好意的な方向にあらためつつも、その一種たる「公債に関しては従来

からの厳しい見解を一層強化七た」之のべる85。竹本にしたがいつづいえば、E64年版での変

更のうち、商人の利益とむすびついた、銀行による信用創造を積極的に評価する見解だけが

イタリアの読者に届けられ、公債論の変更は、．地主評価のそれとあわせて、つたえ・．られない

ままであった。公債についてヒュームは、すでにみたイタリア語訳め3種の序文ないしは序

論の問題意識にちょうど対応して、次のように商人の地主化をふせぐ積極的な役割を認めて

いる。すなわち「もし公債がなかったなちば、大貿易商人は、土地を購入する以外にLmその

利潤の一部を物に換えたり遺贈したりする手段を持たないであろう6それに土地には公債と

くらべて多くの不利な点がある。……しかも土地には、それが与える多くの自然的なよろこ

びと権威とにより、人びとをひきつけるところがきわめて大きいため、それ・はやがて市民を

地主（country　gentleman）に変える」86。ヴェネツィア版のテキストでは、この文言は当然

ながら存在するが87、公債所有者の怠惰にたいする論難と一体化した地主擁護の文章はみら

れないという結果になった。

　地主の社会的位置について、ヒュームは，「技芸の洗練にづいて」で、「粗野な未開国民」

と近代社会を比較して、1前者においては、技芸ばなおざりにされ農業しか知られず、土地所

有者の圧制ζ農民の隷属が一般的であった、とする6続けて、次のようにいわれる（以下ふ
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たつの引用文中の番号と下線は、「堀田による）。

「しかし冠奢修が商業と勤労とを育成するところでは、．農民は①土地の適切な耕作（a

proper　cultivation　bf　the　land）で富裕になり独立する。一方②商工業者（the　tradesm6h　and

merchantS）は③財産（the　property）の分け前を獲i得し、公共の’自由のも最もすぐれた最も

強固な基礎である、乞あの中産階級に権威と尊厳をもたらすざこうした人びとは、貧しい農民

のように貧困と精神の卑屈さから奴隷状態に甘んずるということがなく、また領主（the

barons）のように他人に圧制をくわえようとも欲しないから、この欲望を充足させるために

君主の圧制にしだがう気にもなら「ない」。

この引用部分のイダリア語訳は、こうである。

「しかし、奢修が商業と勤労・とを育成するところでは、農民は①自分の土地（il　proprio

Terreno）を耕作して富裕になり独立する。一方②貿易業者と商人（i　Trafficanti　ed　i

Mercadanti）は③農民の土地所有（la　proprieta　delle　terre　de’dontadini）の分け前を獲得し、

自由め最もすぐれた最も強固な基礎である、．あの中産階級に権威と尊厳をもたらす。かれら

は、領主（iBaroni）がするように奴隷状態にしたがわせはじない。そこで、他人に圧制を

くわえようとも欲しないから、この欲望を充足させるために君主の圧制にしたがう気にもな

らない」88。

　ヒュームの議論は、農工分業の展開を前提にしたものである。ところが、上の①、②、③

の箇所をみると、誤訳とまではいえないにしても、イタリア語訳では、農工分業の過程は後

景にしりぞき、土地所有への関心が前面にでる傾向があるといえよう。次に2箇所の下線部

はイタリア語訳で脱落し、その結果ヒュームの原文における貧困な農民の奴隷状態が、領主

の抑圧の意味に誤訳され、領主の恣意的な支配が相対的に強調される’こととなる。このよう

な翻訳の過程における意味の変容は、訳者ダンドロにとって商業と勤労による文明化の歴史

的過程の停止もしくは逆転という事態の打開が第1の関心事であったことを表現するもの、

と理解してよいだろう。

　同様の事情は、「利子について」でもみいだすことができる。ヒご一ムは利子率決定ゐ原

因として、借入需要、それぺの供給、商業の利潤の3条件をあげ、これらの条件は、貨幣量

の豊富さではなく、商業と勤労の発展度によって左右されるとして、第1の「借入需要の大

小の原因と結果から」検討をはじめる。かれによれば、未開状態から脱すると不平等が生じ

て、人間たちは土地をもつ者ともたない者にわかれ、前者が安定した統治の担い手となる6

しかし地主の習俗は浪費に傾きやすい。続いて、こういわれる（以下ふたつの引用文中の番

号は、堀田による）。

「したがって、①土地所有者階級（alanded　ihterest）しかいない国では、節約がほとんど

おこなわれないので、②借手（七he　borrOwers）がきわめて多いはずであり、利子率はそれ

に比例するに違いない。その差異は、・貨幣量にではなく、一般に広まっている慣習と生活様
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式と．に依存す1る。③借入需要価e・deぬand　fof　borrowing）・の増減はもつ‘ばら∫これに』よ∫るの

である。たとえ卵1個を6ペンスで売らせるほどに貨幣が豊富であるとしても、その国に土

地貴族（landed’ X6ntrシ〉とノ」・作人とだけしかいない限り、④借手（the　borr6wers）は多ぐ

⑤利子は高い（interest　high）’に違いないb同じ農場に対する地代でもよよ‘．り重くよ・り多いこ

とであろう。・ところが、地主（もhe　landldrd）のζの怠惰こそは、財貨の高価格どあ「い・まつ

でご向蒔に⑥地代を濫費さ「せる（dissipate　it）であろうし、「ちょう’どそれだけ⑦借入（bor－

ro寅ing）にたいする必要ど需要とをうみだすであろう」。

この箇所のイタリア語訳は、次のようである。

「したがって、①土地以外の利益がない（註1七r6’int6resse　non　3iavi‘che　queUo　d61terreni）国

では㍉節約がほとんどおこなわれないので㍉②貨幣を借りる人（queglihd　che　accattano

daha士i）がきわめて多いはずであり、利子率はそれに比例するに違いない。その差異’は、貨

幣量にではなく、一般に広まっている慣習と生活様式とに依存する。③借入壽要（la　ricerca

di　pigliare』in　prestito）の増減は1もっぱらこれによ「るのである。・たとえ卵1個を．6ペンスで

売らせるほどに貨幣が豊富であるとしても、その国に土地所有者（i・Proprietarj　delle　terre）

と小作人とだけしかいない限りぐ・④貸手（li夢restatori）・は多く⑤利益は高い（Pinter6sse

6arebbe　grande）に違いない。同じ農場がより多くをもた・らすごどであろう。・1ところが、・地

主（il　pr・prietari・）のこの怠惰こそは、財貨の高価格とあいまって、⑥短い期間に生産物

そのものを消滅させるであろう：（distruggerebbe　in’poco　spazio　di　tempb　i　prodotti　st6s6i）

し、ちょうどそれだけ⑦借入（le　prestanze）にたいする必要と需要とをうみだすであろう」89。

番号をつけた箇所のうち、④は原文の～「借手」がイタリア語訳では「貸手」、と、反対の意味

になっている。同じ「借手」ないし「借入」の訳について検討すると、②、⑦は問題なく③

は意訳の範囲にはいるだろうし、』この引用に付された注など他の箇所にも間違いはみあたら

ない。また』「このようにして～商業の増大は、必然の結果によって多数の貸手をつぐり丁丁

それによって低利子を生み出す」．という命題の訳出にも、問題はないg％したがって誤訳の

原因が、訳者ダンドロめ不注意、・または語学力の不足や狭義の理論的理解の不十分さによる、

単純な意味の取り違えにあるとは考えにくく、根本の原因は、「インタレズト（interest，　in－

teresse）」という用語の理解そのものにある、と思われる。

　①の箇所はく読者の便宜をはかった意訳どもとれるが、おなじパラグラフのすこし前にあ

る、「このようにして土地所有者階級（the　landed　interest）が直ちに確立する」は単純な直

訳で「土地のインタレスト（1’interesse　delle　Terre）」とされている91。「貨幣所有者階級

（the　monied　i且terest）」も同様に「貨幣のインタレスト（rinteresse　del　danaro，1’interesse　del

danajo）」・である。「大貨幣所有者階級を構成する（bompose　a　great　monied　interest）」とい

う文言は、・言葉をおぎなって．「両替によってそこ〔集積された貨幣財産〕からおおきな利益

をあげる《col　giro　he　componga　un　grand’in七eresse）」と訳出されたから、続ぐ「このこと
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は多数の貸手を生み出して利子率を引き下げる」の訳文は妥当であってもgr、⑥め箇所の意

訳にみられるように、かえって貨幣資本と生産活動のつながりはとらえがたくなる。いいか

えれば農工分業の展開をささえる貨幣資本の蓄積がないところで「商業がなければ、国家は、

主として、その浪費と出費とが不断の借入需要を生み出す土地貴族とその需要をみたす金額

をもたぬ小作人とから成り立つに違いない」93という事態だけがきわだっのである。

　この事態に、訳者ダンドロの序文での叙述をかさねれば、商業によって蓄積された資本は、

一方で土地の購入にあてられ他方で寄生的な貸付資本となる、といえる。このばあい、貨幣

の借手である怠惰な地主は、債務の返済について最終的には地代収入に依存するしかないで

あろう。債務者はも’つばら地主だから、貸付資本の利子も地代に帰着する。それゆえにぐヒュー

ムにおいて貨幣の借手としてあらわれた地主について、ダンドロが土地の「貸手」という本

来の性格を再確認しなければならなかったのであ朕上のイタリア語訳からの引用文におけ

る④⑤⑥の箇所は、「インタレスト」を地代と理解すれば、意味がつケじる。ダンドロの眼

は、利子＝地代の収奪と浪費による貧困化の過程にがむけられていた、といってよい。学説

史の系譜をふりかえれば、翻訳における意味の変容のなかにしめされた、「インタレスト」

の理解は、むしろ自然である。こうして地主の怠惰による地代の浪費が眼前の現状であれば、

論説「技芸の洗練について」のイタリア語の題名に、「奢修について」という64年版におけ

る改題以前の伝統的な用語法が保存されているのも不思議でない。

　習俗の腐敗にかかわる奢修論という問題設定は、経済学の世界とイタリアの現実との接点

をなし、第1節で検討したよう．に、バニー二は軍事的富の支出に依存する、ローマ社会にお

ける奢修を否定し、ガリアー二とは異なって、生産力的基礎をもった商業三富が、近代社会

の発展を保証するという見通しをもった。第2節、第3節でみた人口論争における近代社会

優位論への傾斜も、この見通しにささえられていた、といってよいであろう。商業三富の発

展への道を、地域的差異がみられるとはいえ、イタリアは歩みだしていたはずであったσだ

が、その行程で地主の奢修という問題があらわれる。ローマの軍事的原理へ戻ることはすで

にできないから、商業の原理である経済学によって地主の奢修の社会的性格を解明し、商業

の原動力である利己心による私益の追求が、怠惰な浪費という有害な奢修から、社会の利益

を増進する無害な奢修へ転換する回路を発見しなければならない。ヒュー．ムの’『政治論集』

は、経済学の成立を展望し前進すべき方向をしめすことで、道を踏み誤った地点をさぐる手

がかりをあたえたのである。

付記

　この論文は、アダム・スミスの会、第155回例会（1997年4月19日）におけるわたくしの報告「18世

紀イタリアにおけるイギリス経済思想」（要旨は、『アダム・スミスの会会報』・第65号、1998年に掲載）

の関係部分を原型としている。報告の機会をあたえてくださった方がたに、あらためて感謝いたしま
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す。．また．：文献の収集と閲．覧に．便宜をはかってくださった、大阪大学附属．図書館、：大阪商業大学図書．館、．

中央大学図書館、甲橋大学社傘科学古典資料々ンター、．ルイジ・エイナウデイ薪究所図書館ぐ．名古屋

経済大学図書館に、お礼申しあげます6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ほった　せいぞう．．・名．古屋経済大学経済学．部教授）
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  Cattedra interiana delt ab. Genovesi regio cattedratico, parte prima nel primo sernestre, parte

  seconda nel secondo semestre, Napoli, Stamperia Simoniana, 1765 [1766]-1767,

36 e oew ew e: rdi ,`V -9- 6 pt es ･IE rw et. ag 2 tu. ng 3 WE .!}} < to , ag 3 fifi 2Isc sc t: pa mb '9- 6 .

37' David Hume, Essaissur le cor7irnerce; le luxe; l'argent; l'interet de argent,' les irnports, le

  creditpublic et la balance du cornmerce [...] Thaduction nouvelle, avec des reflexions du

  traducteur [,..], Paris-Lyon, Saillant, 1767.

38 Gigrnale letterario,1768.

                                               '
39 Tarabuzzi, `Echi italiani settecenteschi' cit., pp. 401-403. ･ ･ '
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　　Italiano　per　gli　Studi　Fil．osofici，1984，2voll．，pp、ユ244－1．25361288・1296．．をみよ。また、同「18
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43．，Pema，‘No七a　critica’．，　in．G．enov6si．，8ケあ琵ecoπoη｝‘c菰，　cit。，　pp．12934294．
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55　ダンドロによ．ればエーモ家は．、「ヴェネッィア共和国べの愛が血肉となっている名．．高い」．家柄で．あ
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　pp．．495．497．．をみ：よ6．

57　ビアンキ、に．つ．い・て．は注69の箇．所．に後串．．。

58　Baldi，1）αひ‘d、磁．ノγLe．ηθZ　Se茜孟ecθ就。∫彦αZ‘αηo　cit．，p．．181，　notaユ5　e　16；：Tarabuz2i，‘Echi　ita｝iani

　seもtecenteschi’．、cit．，p，407，　nqta　60．

59．Baldi，1）αひ∫d」磁灘θηθZ　82琵θceπ‘oあαZ‘απo　cit．，P．181，　nota　15，．．

60　B＆1di，、．Dαu昭．恥me．ηeZ　Sε漉ceη彦。海Z∫αηo；cit．，　pp：175．180．；Tarabuzzi，‘Echi　italiani

　settecenteschi’cit．，　pp．398－403；Franco　Venturi，’Scottish　echoes　in　eighteenth・century　Italy’

　．cit．，pp6351－354．．．（前掲邦訳、590－594．ページ．）

61　Ronald　Gri】msl¢y　e　Daisy　D．　Ronco，．℃orresponden七i　i七aliani　di　David　Huhle’．，．in。R朗s’α
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ジ、．．注18）。ヴェン．トゥーりの解．釈は妥当なものと思われる．し、後述する初版の英文テキストの検討

からも、それを支持する結果がえられる6

62　Dandolo，　rA　sua　eccelenza　il　Signor　Alvise　Emo’cit．，　pp．　xvi　e　vi．
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65　1bid．，pp．　x．一xiii．引用は12ページ。
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　seとonda．ed．，cit」，かpl．iv　e　v。．
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　（M，p．75）～③．1a　demande　pour　enlp加nter（LBJ，　p、145．）；1．e　nombre　des　Empruhteロrs（M，
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